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研修会参加者の皆様へ

① 発熱等体調が悪い方は、お申し出ください。

② 携帯電話は、マナーモードにしてください。

③ 筆記用具をお手元にご準備ください。

（お忘れの方は受付におたずねください。）

④ 室温の調節は、職員にお知らせください。

⑤ 手指消毒液は、受付と室内後方にあります。

「４つの大きな趣旨」

「人と動物心をつなぐ」は

おおいた動物愛護センターは 、

お
お
い
た
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
「
人
と
動
物

の
心
を
つ
な
ぐ
」
を
合
言
葉
に
、

人
も
動
物
も
愛
情
豊
か
に
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
て
、
命
の
授
業
や
動
物
の
適

正
飼
養
の
指
導
・
啓
発
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
動
物
取
扱
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
や

近
年
の
物
価
高
騰
の
中
で
一
生
懸

命
に
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

環
境
省
が
昨
年
行
っ
た
ペ
ッ
ト

取
引
実
態
調
査
で
は
出
生
日
を
改

ざ
ん
し
た
犬
猫
の
販
売
実
態
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ブ

リ
ー
ダ
ー
の
リ
タ
イ
ア
犬
の
多
頭

飼
育
崩
壊
・
遺
棄
の
報
道
も
記
憶

に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。

動
物
の
健
康
と
安
全
を
守
り
、

生
活
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
が
業

界
の
発
展
や
信
頼
に
つ
な
が
り
ま

す
の
で
本
日
の
研
修
を
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

研修会開催の趣旨とお願い

１ 令和元年度の法改正により研修制度の規制が緩和されました。
■開催頻度や研修時間の設定が各自治体の判断に任される。

２ 動物福祉などの考え方が定着し、適正な飼養管理の遵守が求めら
れています。
■不衛生、高温多湿な環境での飼養などの苦情が当センターに急
増しています。

１ ５つの自由など動物福祉の原点を踏まえ、人と動物が共生する社
会の実現と動物取扱業の発展に本研修をご活用ください。

２ 今後の研修会開催方法を考えるためアンケートにご協力ください。

アンケートを必ずご提出ください

R６年度受講者の皆様のご意見など

次回研修会に反映？

■ 開催頻度
■ 開催場所
■ 研修内容
■ 研修方法など

提出後、修了証を送付します
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動物取扱責任者研修受講後、アンケート回答

矢印の二次元コードを読み取りオンラインでご回答ください

次第 テーマ

■１０：００～１０：３０ 人と動物の共生する社会の実現と動物取扱業

■１０：３０～１０：５５ 動物由来感染症の対策

□１０：５５～１１：００ (休憩５分 質問入力時間を含む）

■１１：００～１２：００ 動物愛護管理法の改正内容の説明（犬猫関係）

＊アンケートをオンライン等で提出いただいた方には、修了証を

後日メールで送ります。

令和６年度動物取扱責任者オンライン研修会

【 犬猫の取り扱い有りの方 】

次第 テーマ

■１３：００～１３：３０ 人と動物の共生する社会の実現と動物取扱業

■１３：３０～１３：５５ 動物由来感染症の対策

□１３：５５～１４：００ (休憩５分 質問入力時間を含む）

■１４：００～１５：００ 爬虫類・鳥類・馬等の健康安全計画作成

＊アンケートをオンライン等で提出いただいた方には、修了証を

後日メールで送ります。

令和６年度動物取扱責任者オンライン研修会

【 犬猫の取扱い無しの方 】
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人と動物の共生する社会の実現と動物取扱業

■動物の愛護及び管理に関する法律の目的

■人と動物が共生する社会の実現に向けた取組

■犬猫の苦情相談件数の背景にある実情

■人と動物が幸せに暮らす社会の実現プロジェクト

■ぐんま犬猫パートナーシップ制度

共
通
研
修

①

人と動物が共に生活する中では、動物の好きな人と嫌いな人、動物を買う
（飼う）人と生業で動物に係る人の間で起きる様々なトラブルを解決するため
に、「動物をとおして誰もが他者を思いやることのできる社会づくり」に挑戦して
みませんか？

キーワード
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【 チャレンジの視点 】

１ 動物を買う（飼う）人の幸せな暮らし

２ 動物福祉の実現

３ 地域住民の安心安全

動物をとおして誰もが他者を思いやることのできる社会づくり

死体収容は交通事故、行方不明・引取依頼などは無責任な飼い方が背景にある？

犬猫の苦情相談件数の背景にある実情
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犬引取依頼

犬捕獲依頼

犬放飼取締

捨犬

犬咬傷等危害発生

犬鳴声

犬糞尿等汚物悪臭

犬行方不明等問合

犬死体収容依頼

犬その他
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猫引取依頼

猫捕獲依頼

猫放飼取締

捨猫

猫咬傷等危害発生

猫鳴声

猫糞尿等汚物悪臭

猫行方不明等問合

猫死体収容依頼

猫その他

行方不明等問合 行方不明等問合→

死体収容依頼→

引取依頼→

苦情相談件数 （Ｈ２６～Ｒ５年度の１０年間 全県）
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2021年1月21日
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人と動物の共生する社会の実現のために
皆様ご協力ください。

読売新聞

■動物由来感染症とは

■感染症対策の基礎知識

■感染症の伝播経路（直接・間接伝播）

■ベクター媒介の例

■環境媒介の例

■実際にあったこんな話

共
通
研
修

②

動物由来感染症の対策
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人の感染症の約３分の２は動物由来感
染症です。

人の感染症は医学が、動物の感染症は
獣医学が対応します・・・

人、動物、それを取り巻く環境の健康は
ひとつで、医学と獣医学が協力して対応す

ることが大変重要（ワンヘルス）

動物由来感染症 とは？
0

感染症は
①病原体（感染源）、②感染経路、③宿主
の３つの要因が揃うことで感染します。

感染対策においては、これらの要因のう
ちひとつでも取り除くことが重要です。
特に、「感染経路の遮断」は感染拡大防
止のためにも重要な対策となります。

感染症の原因となる微生物（細菌、ウイルス
等）を含んでいるものを感染源といい、次のも
のは感染源となる可能性があります。

●嘔吐物、排泄物（便・尿等）、創傷皮膚、粘膜等
●血液、体液、分泌物（喀痰・膿等）
●使用した器具・器材（注射針、ガーゼ等）
●上記に触れた手指等

※手袋等を外した時は必ず手指消毒を行うこと
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スライド 25

0 語句の統一
本多　祥宏, 2025-01-30T09:27:41.542

0 0 人に統一しました。
阿部　次男, 2025-01-31T23:40:24.157



2025/2/5

8

■感染症の病原体がうつることを「伝播」いいます。

■病原体の伝播は感染源である動物から直接人間にうつる「直接
伝播」 と感染源である動物と人間との間に媒介物がある「間接伝
播」の２つに分けることができます。

■間接伝播は感染動物体内の病原体を節足動物等が運んで人間
にうつすもの（ベクター媒介）、動物の体から出た病原体が周囲環
境の水や土等を介して人間にうつるもの（環境媒介）、畜産物等
の食品が病原体で汚染されている場合（動物性食品媒介）に分
かれます。

動物由来感染症はどうやってうつるの？

0 手洗い前 水で手洗い後 薬用石鹸で手洗い後

水洗いだけでは不十分! 30

ツメ

親指全体
指の間

31

落ちにくい汚れ
を意識して洗う

動物由来感染症の伝播経路①

29 30

31 32



スライド 29

0 病原体のほうがよいのでは
本多　祥宏, 2025-01-30T09:27:11.447
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動物由来感染症の伝播経路②

●咬み傷や引っ掻き傷からの病原体の侵入が典型的なものです。

●口の周りや傷口をなめられてうつる場合、動物の咳やくしゃみを
直接受けたりすることで感染する場合、動物の体についている病原
体が原因となる場合があります。

●特に子どもでは動物に触って糞などで汚染した手を口に持って行
くことで感染するルートもあると考えられています。

直接伝播

ダニ、蚊などが感染動物から人間へと吸血
などによって病原体を伝播することがあり、こ
れらの外部寄生動物をベクターと呼びます。

間接伝播 → ベクター媒介

■猫は１年を通してSFTSの発生が確認され、特
に２月から発生数が上昇、３～５月がピーク。
■猫の症例数の上昇は、人と比較して始まる時
期が早く、SFTSVの流行を早く検出。

33 34

35 36



2025/2/5

10

■猫では２０１９年以降、 毎年１００例
を超える。
■令和４年９月までに猫５６０症例
犬３６症例がSFTSと診断。

■猫・犬のSFTSは増加を続ける。

病原体で汚染された水や土壌と接触したり飲んだりしてうつる動物由来感染症は多数

知られています。
排泄された病原体が風で舞い上がって空気を吸い込むことで感染することもあります。

間接伝播 → 環境媒介 （例）

クリプトスポリジウムはウシ、ブタ、イヌ、ネコ、ネズミなどの腸管寄生原虫、人の後天性免
疫不全症候群（エイズ）での致死性下痢症の病原体、健常者の水様下痢症の原因。
１９９３年に米国ウイスコンシン州ミル ウォーキー市では、４０万人を超える住民が本症に
罹患１９９４年に神奈川県平塚市の雑居ビルで４６０人あまりの患者が発生。
１９９６年には埼玉県入間郡越生町で町営水道水を汚染源とする集団感染が発生し、８，
８００人におよぶ町民が被害を被った。
ウシを中心とした調査では、患畜を含めると非常に高い感染率が示されている。わが国で
も幼若齢のウシやブタから頻繁に検出されており、畜産の分野では必ずしもまれな病気で
はない。また、イヌ、ネコなどからの検出の報告もある。

＜コラム＞ 実際にあったこんな話！？

ペット用プレーリードッグが大量死（ペスト）

厚生労働省HP 「動物由来感染症を知っていますか？」から引用

１９９８年４月下旬から５月上旬にかけて、テキサス州で約５００頭のプレーリー
ドッグが動物業者により捕獲され、そのうち３５６頭が同州の他地域のブローカー
に送られました。

到着３～４日後、若干のプレーリードッグが死亡、到着７日目には、相当数のプ
レーリードッグが死亡、抗菌剤が投与されようやく７５頭が生き残りました。

CDCペスト研究部が死体を検査したところ、ペストであると確定診断され、ただち
に残りのプレーリードッグ全てを安楽死させ焼却しました。

天然痘は、１９８０年に地球上から根絶されました。エムポックスは、この根絶され
た天然痘によく似ているサルの病気で人も感染します。

２００３年５月、全米各地で天然痘に似た患者が報告され、患者の病気は天然痘と
同じ属のエムポックスであることが判明しました。そして人にエムポックスウイルスを
媒介したのは、ペットのプレーリードッグだったことがわかりました。

米国原産のプレーリードッグの感染源は、事件の１月前の4月にアフリカから輸入
された約８００匹の野生齧歯類でアフリカから輸入され、テキサス州のペット動物流
通施設でプレーリードッグにエムポックスを感染させ、そのプレーリードッグの購入者
もエムポックスウイルスに感染したのです。

厚生労働省HP 「動物由来感染症を知っていますか？」から引用

＜コラム＞ 人の天然痘は根絶されても・・・（エムポックス）
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海外から輸入されるプレーリードッグに
ついては、現在日本にない危険なペスト
（動物からヒトへ感染する病気）を持ち込
むおそれがあるため、平成１５年３月１日
より全面輸入禁止されております。

これに違反し、日本にプレリ－ドッグを
持ち込みますと、法律に基づき所有者や
輸入者が処罰されます。

厚生労働省 健康局結核感染症課

会場受講者はお手元に配布して
います。

オンライン受講者は厚生労働省
のホームページで「動物由来感
染症ハンドブック」で検索ください。

このハンドブックを是非ご覧ください。

＜各論＞
６人と動物の共通感染症
＜国内で発生がみられる人と動物の共通感染症＞

6.1 オウム病 6.2 Ｑ熱
6.3 イヌブルセラ症
6.4 エルシニア症・カンピロバクター症
6.5 サルモネラ症 6.6 猫ひっかき病
6.7 パスツレラ症 6.8 レプトスピラ症
6.9 クリプトコッカス症 6.10 皮膚糸状菌症
6.11 トキソプラズマ症 6.12 犬糸状虫症
6.13 イヌ・ネコ回虫症 6.14 エキノコックス症
6.15 ウリザネ条虫症 6.16 疥癬

＜海外からの侵入を警戒すべき人と動物の共通感染症＞
6.17 狂犬病
6.18 高病原性鳥インフルエンザ
6.19 その他

＜総論＞
１人と動物の共通感染症とは

1.1 人と動物の共通感染症とは
1.2 世界と日本の現状

２人と動物の共通感染症
2.1 人と動物の共通感染症の現状
2.2 人と動物の共通感染症の種類と感染経路

３人と動物の共通感染症の症状
3.1 イヌ・ネコ
3.2 その他の哺乳類
3.3 鳥類
3.4 爬虫類

４人と動物の共通感染症の予防
4.1 動物への感染予防
4.2 人への感染予防

５手指、器具、ケージ、環境等の消毒方法

もっと知りたい方は・・・

環境省の「人と動物の共通感染症に関するガイドライン」をご覧ください。 *新型コロナウイルスに、
０．０１～０．２％に希釈した
界面活性剤を
２０秒～５分間反応させ、
ウイルスの数が減少することを
確認しました。

動物の飼養施設、器具の洗浄
消毒に是非ご利用ください。

日頃家庭で使用している洗剤
のため、安心して使えます。

41 42
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洗浄消毒

整理整頓

清潔な衛生習慣 「７Ｓ」 で健康＆安全を守る

ごみ・害虫の死骸、糞はダストとなり空中に浮遊→人や動物の肺に吸込まれて病気発症？

不衛生な環境
ごみ放置、害虫（死骸、糞の微粉末）など

清 掃

７Ｓ

（約束・ルールを守ること）

（清潔にする手段）

（衛生管理の目的）

目的と手段
を混同しない

１ 販売、展示、貸出業の方は、前年度の頭数増減の定期報告を翌年度５月末
までに必ず提出してください。法律で義務付けされていますので原則文書で
の通知はありません。

該当する皆様への連絡事項です

２ 修了証書の事業所名は、各施設の登録証に記載された名称にしています。
名称が変わっている場合は、変更届をご提出ください。

３ 動物取扱責任者になる資格等をお持ちの参加者の方は、早めに変更届を
ご提出ください。

１ 事前に資料と一緒にメールで送りましたアンケートに記載された二次元コー
ドを読み取り、オンラインで回答するか紙に印刷してFAX等で提出ください。

２ アンケートの提出が確認されましたら、修了証書をメールで送付します。
（修了証書の記載に不備がありましたら後日差し替え送付いたします。）

３ 音声や資料画面が見えないなどで受講ができなかった方は後日、大分県動
物愛護センターに現地受講に変える連絡をしてください。

本日のオンライン研修のご参加大変お疲れさまでした
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１ 引き続き受講される方がいますので、静かにご退室ください。

２ 記入したアンケートを受付に提出し、修了証書をお受け取り下さい。
（修了証書の記載に不備がありましたら後日差し替え送付いたします。）

３ お忘れ物がないか今一度ご確認ください。

本日の研修会へのご参加大変お疲れさまでした
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